Unit3　The Cardiovascular System : The Heart Pump for Life-giving Blood　循環器系:心臓病
本文和訳
　いわゆる心臓血管系を構成する心臓と血管は、人体で極めて重要な役割を果たしている。心臓血管系の主なはたらきは血液を運ぶことで、栄養分や（酸素などの）気体、老廃物、免疫細胞を、身体中の細胞から細胞へ運んでいる。心臓血管系にその力を与えているのは、心臓のポンプ作用である。そのため、この生命を与える力を弱めたり損わせたりするような病気や心臓の症状は、深刻である。心臓病は、アメリカでは死因の第一位であり、日本での重要な健康問題でもある。

Heart disease　心臓病
　死につながる心不全は時に冠状動脈症や高血圧、そして最も頻繁に起こる心房細動や心室細動といった心拍の問題を含む心臓病の最終的な結果である。50~70歳の人の心不全の主な原因は冠状動脈症で、心臓発作を引き起こす。しかしながら心不全は深刻な心臓発作がなくでも起こり得る。その初期症状には、息切れや腫れ上がった足首や脚、しつこい咳、倦怠感がある。弱った、しばしば肥大した心臓は、血流を減らすので、そのためその人がいつも疲れているのかもしれない。同様に、その人の腎臓は過剰な塩分や水分を保って、肺や足首に水分を集めることにつながっている。不整脈は心拍の速さとリズムの問題である。心房細動は不整脈の最も一般的なタイプである。その原因は心臓の電気系統の障害である。
Treating heart disease　心臓病の治療
　繊維や抗酸化物に富んだ食事と合わせて、アルコールや塩分、タバコの消費を減らせば、心臓病を予防するのに役立つ。ゆえに果物や野菜、全粒粉でいっぱいの健康的な食事は万人に望ましい。さらに、十分な有酸素運動をすれば心臓の持久力を高められる。悪いコレステロールを含む食事を避ければ、冠状動脈症につながる動脈の収縮を減らすのに役立ち、それゆえ血圧を下げる。薬も血圧を下げたり、余分な塩分や水分を取り除くために処方されることがある。今日では、非侵襲性の手術がペースメーカーとして一般的に知られる電気装置を患者の胸の中に置くことに用いられる。これは埋め込み式電気除細動器（ICD）という最新の心臓のペース装置である。これは不整脈がその人の命を脅かし始めると、電気除細動あるいは細動除去を行う。

Comprehension

１．心臓の人体における主なはたらきは何か？

　　　b.全身に血液を運ぶために必要なポンプ作用です。

２．文中では心臓病を防ぐために何をした方がよいと言っているか？

　　　c.どんな食べ物を食べるか注意深く選び、日常的に運動をすることで心臓病の予防の助けになる。

３．心不全と腎機能の低下との間にはほとんど関係がないようだ。→（F）

４．不整脈の主な治療法はICDを患者の心臓にとりつけることである。→（T）

５．50~75歳の人々にとって、倦怠感や息切れ、腫れた足は単に加齢によるものなので、生命にかかわらないこととして無視できる。→（F）
